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伸縮脚付
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※万一乱丁、落丁がございましたら、お取り替えいたします。



警告ラベル
（ラベルナンバー：
ALF－72－○）

危険・警告ラベル
（ラベルナンバー：
ALF－68－○）

天板

滑り止めキャップ
（支柱端具）

本体表示ラベル
止め金具

操作レバー

伸縮脚操作ラベル
（ラベルナンバー：
ALB－76－○）

ラック部

ロック装置

支柱

伸縮脚

ヒンジ
（回転金具）

踏ざん
ロック部

使用上の注意ラベル
（ラベルナンバー：ALF－69－○）

使
用
上
の
注
意

●設置するときや持ち運ぶと
きは、配電線に注意するこ
と。

●天板の端に乗ったり、爪先
立ちや片足で立たないこ
と。

●足場台としての用途以外の
使いかたをしないこと。

●使う前には、各部に異常の
ないことを確認すること。

●変形や、加工・改造した製品
を使わないこと。

●お子様や取扱説明書・警告
ラベルの内容が理解でき
ない人には、使わせないこ
と。

●体調不良や安静を要すると
きには使用しないこと。

●傾斜している場所、安定し
ない場所や滑りやすい場
所には設置しないこと。

●天板や踏ざんが水平にな
るように、伸縮脚の長さを
調整すること。

●人の出入口やドアの前に
は、設置しないこと。

●雨の中や風の強い場所に
は、設置しないこと。

●足元や周囲がはっきり見え
ない暗がりには、設置しな
いこと。

●全ての止め金具を確実に
ロックすること。

●台や箱の上に乗せて設置し
ないこと。

●脚部を折りたたんだ状態で
使わないこと。

●伸縮部を乱暴に扱わないこと。
●製品から身体を乗り出さな
いこと。

●天板の上に台や物を置い
て使わないこと。

●同時に2人以上乗らないこと。
●製品を背にして、昇り降りし
ないこと。

●二つの足場台の間に板を
かけて、足場などに使わな
いこと。

●使用中、壁や物を無理に押し
たり、引いたりしないこと。

●身体の安定が得られない
ような荷物を持って、昇り
降りしないこと。

●足場台は、昇降面の左右方
向に転倒しやすいので、十
分注意してご使用くださ
い。

ご使用前に、
添付の取扱説明書を
必ずお読みください。

危険 警告

ALF-69-1AL

危険

感電注意

警告

警告

止め金具の
ロック忘れ
に注意

伸縮脚の
ロック忘れ
に注意

天板の上で
爪先立ち
すること
禁止　　

ALF-68AL

警告

可 動 部 や
回 転 部 で
手をはさま
ないよう注意

危険

CRUSH
HAZARD.

CRUSH
HAZARD.

CRUSH
HAZARD.

伸縮脚操作方法

ALB-76AL

●操作レバーを図のよう
に手前に引いたまま本
体を持ち上げて、伸縮
脚を希望の長さまで調
整してください。

●昇る前にそれぞれの伸
縮脚が縮まないロック
された状態であること
を確認してください。

伸縮脚を伸ばしたとき、が
たつきが発生する場合が
ありますが、品質には異常
ありません。この場合は、
伸縮脚を調整してがたつ
きを取り除いてください。

操作レバー

引く

止め金具止め金具

伸縮脚操作ラベル

（回転金具）

ロック部

ヒンジ
（回転金具）

ロック部

天板天板天板

手はさみ注意ラベル
	 （ラベルナンバー：
	 ALF－71－○）

手はさみ注意
ALF-71

手はさみ注意ラベル
（ラベルナンバー：
ALF－71－○）

手はさみ注意
ALF-71

止め金具止め金具止め金具

ヒンジ
（回転金具）

ALF-72

左右方向転倒に注意
警告 回転金具で手を

はさまないよう注意

中央を持つラベル
（ラベルナンバー：
ALF－73－○）

	 （ラベルナンバー：
	 ALF－71－○）

ロック確認ラベル
（ラベルナンバー：ALF－70－○）

手はさみ注意ラベル
（ラベルナンバー：

ALF-70-1

回転金具で手を
はさまないよう注意

中央を持つラベル
（ラベルナンバー：
ALF－73－○）
中央を持つ

ALF-73

中央を持つ
ALF-73
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身体のバランスが保てず、転倒や転落の恐
れがあります。

体調不良や安静を要するとき
には使用しないでください。

9

※ラベルを取り寄せるときは、ラベルのナ
ンバー（２ページを参照）をご連絡くだ
さい。
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同じ場所に設置されますと、床材等の材質
によっては支柱端具の接地部分に色移りす
る場合がありますので注意してください。 

伸縮脚を調整するとき

伸縮脚を調整するときに、可
動部で手をはさまないように
注意してください。

操作レバーや伸縮脚を乱暴に
扱わないでください。
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伸縮脚を動かして、下記の点検を
してください。

伸縮脚・ロック装置に泥やセメント・
ごみ・ペンキなどの付着や噛み込みが
ありませんか。ある場合は取り除いて
ください。取り除けない場合は、絶対
に使わないで弊社までご相談ください。

伸縮脚に曲がり・ねじれ・へこみ・磨
耗がありませんか。ある場合は、絶対
に使わないで弊社までご相談ください。

伸縮脚・ロック装置がスムーズに動き
ますか。動きが悪い場合は、スプレー
式の潤滑油を少量注油してください。
それでも動きが悪い場合は、絶対に使
わないで弊社までご相談ください。
操作レバーを操作して伸縮脚を動かし、
確実にロックと解除ができますか。
できない場合は、絶対に使わないで弊
社までご相談ください。
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＜たたむとき＞
脚部を広げたままで天板を下側にして置きます。
片方の脚部の左右2箇所の止め金具のロック部を解除し、止め金具をロック受けピンの
外側に回転させます。

その状態で脚部を持ち、ゆっ
くりと折りたたみます。
反対側の脚部も 、 の手順
を行います。

ロック部の解除

ロック受け
ピン
ロック部

止め金具

ロック受け
ピン

ロック部を矢印方向に
いっぱいまで押します。

押したまま、止め金具を矢印方向に回転させ、
ロック受けピンの外側に移動させます。

◦	伸縮脚を調整してガタツキを
取り除き、天板や踏ざんが水
平になるようにしてください。

◦	昇る前には、それぞれの伸縮
脚が縮まないか、最下段の踏
ざんに足を乗せて確認してく
ださい。

開閉は、慎重にゆっくり行ってください。
乱暴にしますと可動部や回転部などで手を
はさんだり、変形や破損の原因になります。

伸縮脚を無理に引き伸ばしたり、
いっぱいまで伸びた状態で強く
引き伸ばさないでください。
伸縮装置に無理な力が掛かり、
破損の原因や重大事故につなが
る恐れがあります。

ロック受けピン

止め金具

外側

外側

ロック受けピン

止め金具止め金具

内側

内側

正しい位置 間違った位置

正しい位置への戻しかた 間違った方法
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＜足場台にするとき＞
折りたたんだ状態で天板を下側にし
て寝かせて置きます。
すべての止め金具（4箇所）が正しい
位置にあることを確認してください。

必ずすべての止め金具（4
箇所）が正しい位置にある
ことを確認してください。
止め金具が正しい位置に
ないまま使用すると、止め
金具が破損する恐れがあ
ります。

止め金具を回転させる方
向に注意してください。
止め金具を間違った方向
に回転させると、バネが外
れるなど、破損する恐れが
あります。

止め金具が内側に外れている場合
は、正しい位置に戻してください。
①	止め金具を手前に引いてください。
②	手前に引いたまま、ロック受け
ピンをかわすように外側へ回転
させてください。

脚部の踏ざんを持って、交互にそれぞれ
の脚部をいっぱいに広げてください。
全ての止め金具がロック受けピンへ確実
に掛かり、ロックされていることを確認
してください。
※	ロック部を操作しなくても、脚部を
いっぱいに広げるとロック状態になり
ます。

次に足場台をゆっくりと起こして使用状
態にしてください。
もう一度全ての止め金具がロックされて
いることを確認してください。

	本体を持ち上げ、操
作レバーを引くと伸
縮脚の長さが調整で
きます。

	操作レバーをはなす
と、伸縮脚がロック
されます。

  3. 伸縮脚の調整のしかた

①

②ロック受けピン

止め金具

止め金具が
リベットに当たる

止め
金具

ロック状態
ロック受け
ピン

止め金具

ロック状態
ロック受け
ピン

止め金具

いっぱいに広げる



同じ場所に保管されますと、床材等の材質
によっては支柱端具の接地部分に色移り
する場合がありますので注意してくださ
い。

昇る前に、必ず全ての止め金具と伸縮脚
が確実にロックされていることを確認し
てください。

44.

13 14



伸縮脚が確実にロックできない。
伸縮脚がスムーズに伸縮しない。

伸縮脚・ロック装置の機能がそこなわれ
るような破損や変形、サビ付きがありま
せんか。

伸縮脚・ロック装置に泥やセメント・ご
み・ペンキなどの付着や噛み込みがあり
ませんか。

伸縮脚・ロック装置に、ゆるみやガタツ
キがありませんか。
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memo memo


